
医学部 2022 年　川崎医科大学（前期）

2022年度　川崎医科大学（前期）

医学部 試験時間：80分 k 全問必答

! 関数 f(x) = x2 がある。

(1) aを定数とし，放物線 y = f(x)と直線 y = a(x¡ 1)が異なる 2点 A，Bで交わっている。

(i) aのとり得る値の範囲は a< ア ; イ <aである。

(ii) aが変化するとき，線分 ABの中点の軌跡は，放物線

y = ウ x2 ¡ エ xの x< オ ; カ <x

の部分である。

(iii) 点 (x;y)がRで求めた軌跡上を動くとき，k =
y+ 8
x¡ 1 のとり得る値の範囲は不等式 キ で

表され，p = ¡ ク ; q = ケコ である。

キ に当てはまるものを，次の 0 ～ 5 から一つ選べ。

0 k<p; q<k 1 k · p; q<k 2 k<p; q · k

3 k · p; q · k 4 p<k<q 5 p · k · q

(2) 原点を Oとし，放物線 y = f(x)上の点 C(1; 1)における接線を `とする。直線 OCの上側および直線

OC上の点の集合をD1，直線 `の下側および直線 `上の点の集合をD2 とし，領域DをD = D1 \D2

とする。

(i) 直線 `の方程式は y = サ x¡ シ である。

(ii) bを 0以上の定数とし，点 (x;y)が領域Dを動くとき，bxy¡ (x+ y)の最小値が¡2となるよ

うな bの値は ス である。 ス に当てはまるものを，次の 0 ～ 6 から一つ選べ。

0 0 1 1
2

2 3

3 9¡ 6
B

2 4 9 + 6
B

2

5 6¡ 2
B

3 6 6 + 2
B

3

また，bxy¡ (x+y)の最小値が¡2となるような x，yの値をそれぞれ ®，¯とするとき，4®2¡ 4¯

の値は セ である。
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" 数列 fangは a1 =
2
7
，a2 =

10
7
，an+2 ¡ 2an+1 + an =

6
7
(n + 1) (n = 1; 2; 3; ÝÝ)を満た

している。

(1) a3 =
アイ

ウ
である。

(2) an+1 ¡ an = bn (n = 1; 2; 3; ÝÝ)とおくと，数列 fbngの一般項は

bn =
1

エ
# オ n2 + カ n + キ ;

である。

(3) p，q，r，s を定数として，an = pn3 + qn2 + rn + s と表すと，p =
ク

ケ
, q = コ ，

r =
サ

シ
,s = ス である。

(i) n ¸ 2のとき，

n
P

k=2

3k+ 7
7ak ¡ 2k

= セ ¡
ソ

n +
タ

n + チ

1
P

k=2

3k+ 7
7ak ¡ 2k

= ツ

である。

(ii) 実数 xに対して，xを超えない最大の整数を [x]で表す。このとき，
19
P

k=1
[ak] = テトナニ であ

る。また，20 ·
n
P

k=1
ak ¡

n
P

k=1
[ak] · 22となるような n の値の範囲は ヌネ · n · ノハ

である。
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#

(1) 関数 f(x) = e
x + e¡x

2
(x ¸ 0)がある。ただし，eは自然対数の底とする。

(i) f(x)の最小値は ア であり，ff(x)g2 ¡ ff0(x)g2 = イ である。

(ii) f(x)の逆関数を g(x)とするとき，g0(x) =
ウ

E

x エ ¡ オ
であり，関数 x

g0(x)
¡ g(x)

の導関数は カ
E

x キ ¡ ク である。

(2) 関数 h(x) =

F

4x2 ¡ 1
5

#x ¸ 1
2
;があり，曲線 y = h(x)を Cとする。また，p> 1

2
のとき曲線 C

上の点 P(p;h(p))における接線を `とする。

(i) 直線 `の傾きをmとするとき，mのとり得る値の範囲は
ケ

E

コ

サ
<mである。

(ii) q = h(p) とし，直線 ` と y 軸の交点を Q とする。点 Q の y 座標を q を用いて表すと

¡
シ

ス q
である。また，線分 PQ の長さの最小値は

E

セ

ソ
であり，そのときの点 P

の座標は (E タチ

ツ
;

E

テト

ナニ
@である。

(iii) p = 1のとき，曲線 C，x軸および直線 `で囲まれた部分の面積は
E

ヌ

ネノ
Xlog$ ハ +

E

ヒ <¡ E フ

ヘ
p

である。
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医学部 （略解） k 証明，図示などは省略

!

(1) Q ア：0，イ：4

R ウ x2 ¡エ x：2x2 ¡ 2x オ：0 カ：2

S キ： 3 ク：6 ケコ：10

(2) サ x¡シ：2x¡ 1 ス： 3 セ：2

"

(1)
アイ
ウ ： 30

7

(2)
1
エ (オ n

2 +カ n +キ)： 1
7
(3n2 + 3n + 2)

(3)
ク
ケ ：

1
7
コ：0

サ
シ ：

1
7
ス：0

Q セ¡
ソ
n +

タ
n +チ ：4¡

5
n +

2
n + 1 ツ：4

R テトナニ：5176 ヌネ：47 ノハ：52

#

(1) Q ア：1 イ：1

R
ウ

C

xエ ¡オ
： 1
C

x2 ¡ 1
カ
C

xキ ¡ク：2
C

x2 ¡ 1

(2) Q
ケ
C

コ
サ ：

2
B

5
5

R
シ
ス ：

1
5

C

セ
ソ ：

B

5
2

C

タチ
ツ ：

B

15
6

C

テト
ナニ ：

B

30
15

S

C

ヌ
ネノ Vlog(ハ+Cヒ)¡ Cフヘ n： B5

20
Ulog(2 + B3)¡ B3

2
m


